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い
。
故
に
人
間
は
最
も
神
に
背
く
所
に
、
最
も
神
に
近
づ
い
て

居
る
と
云
ふ
こ
と
も
で
き
る
。
人
間
が
人
間
自
身
を
否
定
す
る

所
に
、
真
に
人
間
の
生
き
る
途
が
あ
る
の
で
あ
る
。
私
は
こ
こ

に
真
の
理
性
と
い
ふ
も
の
を
考
へ
る
の
で
あ
る
。
真
の
弁
証
法

と
し
て
の
具
体
的
論
理
は
、
か
か
る
立
場
に
立
つ
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
人
間
が
神
と
な
る
こ
と
で
も
な
け
れ

ば
、
神
が
人
間
と
な
る
こ
と
で
も
な
い
。
又
神
と
人
間
が
一
つ

と
な
る
所
謂
神
人
合
一
と
い
ふ
こ
と
で
も
な
い
。
神
と
人
間
と

は
何
処
ま
で
も
相
反
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
絶
対

西
田
幾
多
郎
（
一
八
七
〇
～
一
九
四
五
）
の
後
期
思
索
圏
へ
と

展
開
す
る
渦
中
か
ら
の
一
論
稿
『
人
間
的
存
在
』（
一
九
三
八
年
、

一
九
三
九
年
刊
行
の
『
哲
学
論
文
集 

第
三
』
に
所
収
）
に
は
、
次

の
よ
う
な
文
章
の
く
だ
り
が
見
ら
れ
る
。

自
由
と
い
ふ
も
の
の
な
い
所
に
、
人
間
は
な
い
。
併
し
人
間
が

徹
底
的
に
自
由
と
な
ら
う
と
す
れ
ば
す
る
程
、
絶
対
の
鉄
壁
に

打
当
る
。
人
間
が
真
に
人
間
で
あ
ら
う
と
す
れ
ば
す
る
程
、
人

間
は
危
機
の
上
に
立
つ
の
で
あ
る
。
そ
こ
ま
で
に
至
ら
な
い
人

間
は
、
厳
格
に
は
醉
生
夢
死
の
動
物
の
域
を
脱
し
た
も
の
で
な

地
球
環
境
生
命
圏
を
憂
慮
す
る
倫
理
の
宗
教
的
基
礎
へ
向
け
て

ハ
ン
ス
・
ヨ
ナ
ス
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
、 

そ
し
て
西
田
幾
多
郎
と
の
対
話
的
思
索
に
よ
る
考
究
の
道
へ

長
町
裕
司
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否
定
を
隔
て
て
相
対
す
る
の
で
あ
る
。
否
、
対
す
る
と
云
ふ
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
絶
対
矛
盾
の
自
己
同
一
と
し
て
作

ら
れ
た
も
の
か
ら
作
る
も
の
へ
と
い
ふ
所
に
、
神
と
世
界
と
の

対
立
が
あ
り
、
作
ら
れ
て
作
る
も
の
の
頂
点
と
し
て
、
絶
対
否

定
に
よ
っ
て
媒
介
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
所
に
、
人
間
が
理
性
的
な

の
で
あ
る
（
旧
全
集
版
、
第
九
巻 

五
六
頁
）。

文
中
「
絶
対
の
鉄
壁
に
打
当
る
」
と
は
、
こ
の
論
稿
に
お
い
て
の

時
代
診
断
的
省
察
に
よ
れ
ば
、「【
西
欧
】
近
世
の
内
在
的
人
間
中
心

主
義
」（
同 

六
三
頁
）
が
そ
の
歴
史
的
世
界
の
弁
証
法
的
進
展
に
含

み
込
ま
れ
た
段
階
位
相
と
し
て
極
限
に
至
る
事
態
と
し
て
開
陳
・
敷

衍
さ
れ
る
。
そ
れ
は
又
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ラ
テ
ン
中
世
と
の
連
関
で

は
、「
教
権
を
離
れ
て
人
間
が
人
間
に
還
っ
た
人
間
中
心
の
人
間
主

義
」（
同 

六
一
頁
）
と
も
表
明
さ
れ
て
い
る
。
西
田
最
晩
年
の
遺
稿

と
な
っ
た
『
場
所
的
論
理
と
宗
教
的
世
界
観
』（
一
九
四
五
年
二
月 

脱
稿
）
の
末
部
で
も
、
文
芸
復
興
（
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
）
以
来
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
自
律
化
を
進
展
せ
し
め
、
人
間
は
ど

こ
ま
で
も
非
宗
教
的
に
、
世
界
は
脱
宗
教
的
に
な
っ
て
ゆ
く
プ
ロ
セ

ス
の
進
行
し
た
こ
と
が
考
察
さ
れ
て
い
る
（
旧
全
集
版 

第
十
一
巻
、

四
六
〇
頁
以
下
）。
背
理
の
よ
う
で
あ
っ
て
も
、「
人
間
が
人
間
自
身

を
否
定
」
し
「
神
と
人
間
と
は
何
処
ま
で
も
相
反
す
る
も
の
」
で
あ

る
こ
と
の
顕
在
化
は
、
西
田
が
「
真
の
弁
証
法
と
し
て
の
具
体
的
論

理
」
と
称
す
る
歴
史
的
生
命
の
運
動
の
貫
徹
で
あ
り
、
今
日
正
に
わ

れ
わ
れ
は
「
作
ら
れ
て
作
る
も
の
」
の
立
場
の
自
己
矛
盾
的
極
限
に

立
つ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
但
し
こ
の
近
代
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
趨

勢
は
、
そ
の
極
致
に
至
っ
て
二
つ
の
決
定
的
な
岐
路
へ
と
分
断
さ
れ

ゆ
く
。
一
方
に
は
、
自
律
化
し
た
人
間
と
歴
史
的
世
界
の
自
己
原
理

化
を
単
に
内
在
的
方
向
へ
と
ど
こ
ま
で
も
推
し
進
め
る
精
神
的
姿
勢

が
存
し
得
る
（
西
田
は
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
そ
の
長
編
ロ
マ
ン

『
悪
霊
』
の
中
で
描
述
し
た
キ
リ
ロ
フ
の
人
神
論
と
彼
の
自
己
崩
壊
、

及
び
ニ
ー
チ
ェ
の
〈
超
人
〉
を
引
き
合
い
に
出
す
）。
然
る
に
他
方

で
は
、
西
洋
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
人
間
中
心
主
義
が
そ
の
自

己
矛
盾
的
存
在
の
極
致
の
自
覚
に
於
い
て
「
絶
対
者
の
自
己
否
定
的

肯
定
と
し
て
働
く
」（
旧
全
集
版 

第
十
一
巻
、
四
四
四
頁
）
自
己
へ

と
絶
後
に
蘇
え
る
、
絶
対
的
な
他
に
直
面
し
て
の
絶
対
否
定
に
媒
介
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史
的
世
界
の
動
向
に
お
け
る
包
括
的
で
多
次
元
的
な
様
相
の
診
断

か
ら
の
危
機
意
識
に
裏
打
ち
さ
れ
て
、（
Ⅰ
）
先
ず
は
ド
イ
ツ
生
ま

れ
の
ユ
ダ
ヤ
人
宗
教
哲
学
者
で
あ
っ
た
ハ
ン
ス
・
ヨ
ナ
ス
（H

ans 

Jonas, 1903–1993

）
に
よ
る
「
科
学
技
術
文
明
に
お
け
る
新
し
い
倫

理
学
」
の
発
想
に
特
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
な
が
ら
、（
ａ
）

西
欧
近
代
の
自
律
化
し
た
人
間
中
心
主
義 

か
ら
〈
自
然
と
の
共
生
〉

を
（
更
に
は
、
人
間
以
外
の
す
べ
て
の
生
命
体
の
「
多
様
な
種
に
応

じ
た
繁
栄
促
進
」
を
）
配
慮
す
る
責
任
主
体
の
倫
理
へ
と
い
う
思
想

動
向
、
及
び
（
ｂ
）「
人
類
の
理
念
」
を
媒
介
と
し
た
、
将
来
の
世

代
と
の
共
生
と
い
う
課
題
（
ハ
ン
ス
・
ヨ
ナ
ス
の
倫
理
学
的
基
礎
づ

け
に
お
い
て
は
、「
将
来
も
〈
責
任
主
体
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る

存
在
〉
が
存
続
す
る
こ
と
へ
の
責
任
」
と
い
う
課
題
）
に
お
い
て
素

描
的
に
で
は
あ
る
が
叙
述
す
る
。
そ
の
際
、
ヨ
ナ
ス
の
晩
年
の
大
著

で
あ
っ
た
『
責
任
と
い
う
原
理
』
に
先
立
っ
て
、
こ
れ
も
長
い
年
月

を
か
け
て
開
拓
さ
れ
て
い
た
彼
独
自
の
〈
生
命
の
哲
学
〉（
哲
学
的

生
命
論
）
が
そ
の
思
索
上
の
緊
密
な
背
景
を
成
す
の
で
、
ヨ
ナ
ス

の
〈
生
命
の
存
在
論
〉
と
〈
責
任
の
原
理
〉
と
の
連
関
に
光
を
当
て

さ
れ
る
（「
自
己
自
身
に
真
に
内
在
的
な
も
の
は
、
超
越
的
な
る
も

の
に
よ
っ
て
媒
介
せ
ら
れ
る
」
― 

『
人
間
的
存
在
』
旧
全
集
版 

第

九
巻 

六
二
頁
）
歴
史
的
生
命
の
刷
新
的
な
新
局
面
が
打
ち
拓
か
れ

る
方
向
が
出
現
す
る
（
こ
こ
で
は
西
田
は
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の

『
罪
と
罰
』
の
主
人
公
ラ
ス
コ
ー
リ
ニ
コ
フ
が
「
神
な
く
し
て
は
生

き
ら
れ
る
か
」
と
云
う
娼
婦
ソ
ー
ニ
ャ
に
頭
を
下
げ
て
新
し
い
生
命

の
入
り
口
に
立
つ
予
示
を
想
起
さ
せ
る
）。
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
後

者
の
方
向
で
の
転
化
及
び
深
化
は
、対
象
論
理
か
ら
は
隔
絶
し
た〈
場

所
的
有
〉
と
し
て
の
自
己
が
ど
こ
ま
で
も
無
基
底
的
に
「
絶
対
者
の

自
己
否
定
的
肯
定
と
し
て
働
く
」
宗
教
性
の
開
示
態
と
言
え
る
で
あ

ろ
う
。「
立
場
な
き
立
場
」（
旧
全
集
版 

第
十
一
巻 
四
四
五
頁
）
と

も
表
現
し
得
る
普
遍
的
宗
教
性
は
、
人
間
的
存
在
の
淵
源
か
ら
打
ち

拓
か
れ
る
の
で
あ
り
、〈
キ
リ
ス
ト
教
的
人
間
中
心
性
〉
と
は
正
に

普
遍
的
に
宗
教
的
な
淵
源
へ
と
内
在
的
に
超
越
せ
る
人
間
存
在
の
中

心
性
か
ら
捉
え
返
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
本
提
題
で
は
、
西
田
の
思
索
に
導
か
れ
た
〈
人
間
的
存
在
の

淵
源
〉
へ
と
求
心
的
な
究
明
の
視
線
を
保
ち
な
が
ら
も
、
今
日
の
歴
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い
。

人
間
と
動
物
の
差
異
が
消
え
、
こ
の
両
極
が
―
―
今
日
よ
く

起
こ
る
よ
う
に
―
―
と
も
に
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と
す
る
な
ら

ば
、
存
在
と
無
、
合
法
と
非
合
法
、
神
と
悪
魔
と
い
っ
た
差
異

も
ま
た
無
効
に
な
り
、
そ
の
代
わ
り
と
し
て
、
そ
れ
を
指
し
示

す
た
め
の
名
す
ら
欠
い
て
い
る
よ
う
な
何
か
が
姿
を
現
し
て

く
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
強
制
収
容
所
や
絶
滅
収
容
所
も
ま

た
、
こ
の
種
の
経
験
＝
実
験
、
す
な
わ
ち
、
人
間
か
非
人
間
か

を
決
定
し
よ
う
と
す
る
極
端
か
つ
途
轍
も
な
い
企
て
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
企
て
は
、
最
後
に
は
、
人
間
と
非

人
間
と
を
弁
別
す
る
可
能
性
そ
の
も
の
を
破
局
へ
と
巻
き
込
ん

で
い
く
の
で
あ
る
（
ジ
ョ
ル
ジ
オ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン 

著
／
岡
田
・

多
賀
訳
『
開
か
れ
―
―
人
間
と
動
物
』
平
凡
社 

二
〇
〇
四
年
、

三
九
頁
）

人
間
と
動
物
の
間
に
途
方
も
な
く
大
き
な
溝
が
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
西
洋
文
明
の
進
展
の
大
部
分
の
間
疑
わ
れ
た
こ
と
も

な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
考
え
を
根
底
か
ら
覆
し
た
の
は
、〈
人

る
よ
う
に
し
た
い
。
そ
の
上
で
、
ユ
ダ
ヤ - 

キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
固

有
な
伝
統
の
隠
蔽
さ
れ
た
〈
人
間
中
心
性
の
真
義
〉
を
刷
新
的
に
根

源
的
理
解
に
も
た
ら
す
た
め
に
、（
Ⅱ
）
後
期
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
索

圏
か
ら
の
〈
住
ま
う
こ
と
の
哲
学
〉
か
ら
開
か
れ
る
普
遍
的
宗
教
性

の
基
礎
へ
と
敷
衍
的
に
論
じ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
最
後
に
、
再
び

西
田
幾
多
郎
の
思
索
か
ら
の
導
き
の
糸
を
手
繰
り
寄
せ
つ
つ
、（
Ⅲ
）

今
後
更
に
省
察
を
深
め
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
な
思
考
連
関
へ
の
展
望

を
短
く
ま
と
め
て
み
た
い
。

今�

日
に
お
け
る
地
球
環
境
的
生
命
圏
域
を
視
野
と
す
る
普
遍

的
共
生
の
宗
教
倫
理
的
基
礎
―
―
ハ
ン
ス
・
ヨ
ナ
ス
に
よ

っ
て
開
拓
さ
れ
た
問
題
脈
絡
を
振
り
返
っ
て

先
ず
手
始
め
に
、
今
日
の
倫
理
思
想
に
お
け
る
自
然
や
（
人
間

と
の
差
異
を
有
す
る
と
通
常
考
え
ら
る
）
他
の
生
命
体
と
の
共
生
の

可
能
性
を
問
題
化
す
る
脈
絡
を
診
断
す
る
上
で
、
互
い
に
極
端
に
相

反
す
る
思
想
動
向
の
一
例
と
し
て
、
以
下
の
引
用
を
挙
げ
て
お
き
た



59 ――― 東西宗教研究　第 18 号・2019 年

第
一
の
引
用
文
は
、
今
日
ま
さ
に
私
た
ち
を
取
り
巻
い
て
い
る

〈
人
間
性
の
危
機
〉、
及
び
〈
生
態
系
全
体
の
謎
を
秘
め
る
動
物
的
生

命
の
危
機
〉
の
思
想
を
如
実
に
語
り
だ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し

た
今
日
の
〈
人
間
性
危
機
の
思
想
〉
の
一
群
と
は
真
っ
向
か
ら
対
立

す
る
か
の
ご
と
く
、
第
二
の
引
用
は
、「
種
差
別
（speciesism

）
の

論
理
批
判
」
か
ら
動
物
解
放
論
ま
で
を
主
唱
す
る
に
至
る
極
端
な

生
命
・
自
然
中
心
主
義
倫
理
を
帰
結
す
る
思
想
動
向
を
示
し
て
い

る
。
そ
の
際
、
と
り
わ
け
現
代
社
会
が
抱
え
る
地
球
規
模
で
の
自
然

‐
生
命
圏
環
境
問
題
や
動
物
保
護
問
題
等
の
関
連
で
、
西
洋
の
伝
統

的
文
化
と
精
神
性
に
深
く
根
を
は
っ
た
「
人
間
中
心
主
義
（anthro-

pocentrism

）」
と
い
っ
た
も
の
が
批
判
的
に
問
い
正
さ
れ
る
局
面
が

生
じ
て
い
る
。
但
し
、
西
洋
文
明
に
お
け
る
「
人
間
中
心
主
義
」
と

言
っ
て
も
、
そ
の
概
念
規
定
は
決
し
て
一
義
化
で
き
る
よ
う
な
も
の

で
は
な
く
、
多
層
な
理
解
背
景
を
含
み
込
ん
で
い
る
思
想
史
的
概
念

に
他
な
ら
ず
、
適
用
さ
れ
る
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
相
当
に
異
な

っ
た
意
味
内
実
を
有
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
い
づ
れ
に
し
て
も
、「
生

命
体
と
そ
の
生
命
的
か
つ
非
生
命
的
な
環
境
と
の
間
で
の
ダ
イ
ナ
ミ

間
の
起
源
が
動
物
に
あ
る
〉
と
い
う
ダ
ー
ヴ
ィ
ン
の
発
見
で
あ

り
、「
我
々
人
間
は
神
の
創
造
物
で
あ
り
、
神
に
似
せ
て
創
ら

れ
不
死
の
魂
を
も
っ
て
い
る
」
と
い
う
物
語
の
信
憑
性
が
ダ
ー

ヴ
ィ
ン
の
発
見
に
伴
っ
て
低
下
し
た
こ
と
で
あ
る
。
我
々
と
他

の
動
物
と
の
違
い
は
質
の
違
い
で
あ
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
程
度

の
違
い
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
の
は
、
あ
る
人
々
に
は
困
難
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
人
々
は
人
間
と
動
物
と
の
間
の
境
界
線
を

引
く
た
め
の
方
策
を
捜
し
て
き
た
。
今
日
ま
で
の
と
こ
ろ
、
こ

の
よ
う
な
境
界
線
で
長
持
ち
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
。〔
…
〕。

人
間
と
動
物
と
の
間
に
境
界
線
を
引
こ
う
と
す
る
こ
う
し
た
試

み
が
人
間
と
動
物
の
お
か
れ
た
状
況
に
関
す
る
事
実
に
た
と
え

適
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
事
実
は
道
徳
の
問
題
に

は
何
の
影
響
力
も
も
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
あ
る
存
在
が
言
語
を

使
用
し
な
い
と
か
、
道
具
を
作
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の

存
在
の
苦
し
み
を
無
視
し
て
よ
い
と
い
う
理
由
に
は
ほ
と
ん
ど

な
ら
な
い
（ 

ピ
ー
タ
ー
・
シ
ン
ガ
ー 

著
／
山
内
・
塚
崎 

監
訳 

『
実
践
の
倫
理
』
昭
和
堂 

一
九
九
九
年
、
八
二
‐
八
三
頁
）。
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第
一
に
、
ヨ
ナ
ス
は
責
任
の
原
理
を
互
恵
的
な
対
称
的
関
係
性

か
ら
基
礎
づ
け
得
な
い
も
の
と
考
え
る
―
―
【
社
会
契
約
論
的
な
基

礎
を
維
持
す
る
対
称
関
係
か
ら
の
世
代
間
の
責
任
を
論
じ
た
例
と
し

て
は
、
Ｍ
・
Ｐ
・
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
（1930– 

）
や
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
学
で
活
躍
中
の
Ｋ
・
シ
ュ
レ
ー
ダ
＝
フ
レ
チ

ェ
ッ
ト
『
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
環
境
・
世
代
間
の
公
平
』
等
を
参
照
】。

す
な
わ
ち
責
任
原
理
の
基
礎
は
、
権
利
‐
義
務
関
係
の
図
式
化
か
ら

は
独
立
し
た
全
く
非
対
称
的
で
さ
え
あ
る
存
在
論
的
地
盤
に
求
め
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（PV, 177

）。「
非
対
称
的
な
存
在
論
的
地
盤
」

と
は
、
人
間
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
生
命
体
及
び
自
然
環
境
に
対
す
る
人

間
存
在
の
関
わ
り
へ
と
責
任
の
対
象
領
域
が
拡
大
さ
れ
て
あ
る
こ
と

―
―
そ
れ
は
ヨ
ナ
ス
に
よ
れ
ば
、
科
学
技
術
文
明
に
よ
っ
て
「
累
積

的
に
自
己
繁
殖
す
る
世
界
変
革
」
を
可
能
に
し
た
人
間
の
集
団
的
行

為
の
本
質
的
変
容
に
基
づ
く
（PV, 26–27; 29–30

）
― 

を
包
含
す

る
が
、
そ
の
非
対
称
的
存
在
論
が
倫
理
的
基
盤
と
な
る
原
型
は
「
乳

飲
み
子
の
存
在
か
ら
の
要
請
へ
の
関
わ
り
」
に
存
す
る
（PV, 192, 

235–236
）。
責
任
の
原
対
象
（PV, 234

）
は
、
倫
理
的
責
任
能
力
を

ッ
ク
な
相
関
関
係
」
に
つ
い
て
の
探
求
と
理
解
さ
れ
る
環
境
学
（
エ

コ
ロ
ジ
ー
）
も
、
人
間
と
い
う
生
き
も
の
の
生
存
条
件
、
つ
ま
り
自

然
‐
生
命
圏
と
共
に
生
育
・
発
展
す
る
社
会
・
文
化
環
境
と
の
相
関

関
係
を
問
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
、
そ
の
際
に
や
は
り
〈
人
間

（
と
し
て
存
在
す
る
も
の
）
の
理
念
〉
が
含
蓄
的
に
問
わ
れ
、
争
わ

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
以
下
、
ヨ
ナ
ス
の
倫
理
思
想
が

主
唱
す
る
〈
地
球
規
模
で
の
責
任
倫
理
の
基
礎
〉
に
よ
っ
て
「
人
間

の
尊
厳
」
と
「（
あ
ら
ゆ
る
生
命
体
を
含
む
生
態
系
と
し
て
の
）
地

球
的
自
然
」
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
直
さ
れ
る
の
か
に
焦
点

化
し
て
、
考
察
を
展
開
し
て
お
き
た
い
【
第
二
次
世
界
大
戦
終
結

後
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
の
嵐
の
中
で
亡
命
先
の
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
か
ら
再
び
ド
イ
ツ
に
帰
還
し
て
後
の
後
期
ヨ
ナ
ス
の
主
著

と
な
っ
た
、『
責
任
と
い
う
原
理 

科
学
技
術
文
明
の
た
め
の
倫
理
学

の
試
み
』
か
ら
差
し
当
た
っ
て
開
陳
し
て
ゆ
く
。H

ans Jonas, D
as 

Prinzip Verantw
ortung. Versuch einer Ethik für die technologische 

Zivilisation, Frankfurt a.M
. 1979, 19892

―
―
以
下
、PV

と
略
記

し
て
表
示
】。
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人
間
が
（
少
な
く
と
も
潜
在
的
に
）
責
任
主
体
で
あ
る
こ
と
の
根
拠

こ
そ
が
問
題
で
あ
る
。
こ
の
責
任
原
理
を
基
づ
け
る
根
拠
へ
の
問
い

を
彼
は
、
今
日
を
生
き
る
わ
れ
わ
れ
の
未
来
世
代
に
対
す
る
責
任
の

問
題
へ
と
拡
大
さ
れ
た
枠
組
み
か
ら
究
明
で
き
る
も
の
と
す
る
。
将

来
の
人
類
が
「
在
る
」
こ
と
（
す
な
わ
ち
、
生
存
）
へ
の
責
任
・
義

務
は
、
自
然
的
な
種
の
継
続
の
内
部
で
そ
の
存
続
に
対
す
る
基
礎
づ

け
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い（cf. PV, 36ff

）。
ヨ
ナ
ス
は
そ
こ
で
、

倫
理
性
の
在
り
処
と
し
て
の
人
間
性
の
理
念
（
イ
デ
ー
）
に
わ
れ
わ

れ
が
将
来
の
人
類
の
存
続
と
そ
の
在
り
方
を
配
慮
す
る
根
本
義
務
の

基
礎
を
見
出
す
（PV, 91, 184–187

）。
つ
ま
り
、
未
だ
存
在
し
て
い

な
い
将
来
の
子
孫
も
責
任
を
負
え
る
存
在
で
あ
り
得
る
こ
と
に
対
す

る
責
任
を
わ
れ
わ
れ
は
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
（「
責
任
が
存
在
す

る
可
能
性
が
、
何
よ
り
も
先
行
し
て
い
る
責
任
だ
か
ら
で
あ
る
」: 

PV, 186

）。
人
間
性
の
理
念
を
損
な
う
こ
と
な
く
保
持
す
る
こ
と
か

ら
の
み
倫
理
の
基
盤
と
し
て
の
責
任
存
在
を
存
続
せ
し
め
得
る
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
責
任
存
在
と
し
て
の
人
間
の
（
歴
史
的
状
況
に
お

け
る
）
在
り
様
と
共
に
諸
々
の
生
命
活
動
が
営
ま
れ
る
生
態
圏
と
地

有
す
る
主
体
と
し
て
自
ら
を
確
立
し
得
る
人
間
在
自
身
が
そ
の
自
然

的
生
存
を
開
始
す
る
形
態
で
あ
る
と
こ
ろ
の〈
乳
飲
み
子
の
無
力
さ
〉

―
―
両
親
（
ま
た
は
、
そ
れ
に
代
わ
る
人
間
た
ち
）
の
世
話
が
な
け

れ
ば
、「
頼
る
も
の
な
き
存
在
が
非
存
在
の
淵
に
宙
づ
り
に
な
っ
て

い
る
こ
と
」（PV, 240
）
― 
に
直
面
す
る
と
い
う
非
対
称
的
関
係
に

お
い
て
経
験
的
所
与
と
な
る
。
逆
面
か
ら
言
う
な
ら
ば
、
人
間
の
責

任
主
体
と
し
て
の
存
在
は
契
約
上
の
取
り
決
め
―
―
そ
の
中
に
は
、

政
治
家
の
選
任
さ
れ
た
責
任
形
態
か
ら
個
々
の
公
的
及
び
私
的
関
係

に
お
け
る
取
り
決
め
の
諸
形
態
が
含
ま
れ
る
―
―
に
よ
っ
て
初
め
て

具
体
化
か
つ
自
覚
化
さ
れ
る
に
先
立
っ
て
、
よ
り
原
理
的
に
（
乳
飲

み
子
の
よ
う
に
）「
そ
の
存
在
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
存
在
者
」
か
ら

呼
び
起
こ
さ
れ
る
の
で
あ
る
（cf. PV, 391

）。
む
ろ
ん
、
そ
の
よ
う

な
如
何
な
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
責
任
の
遂
行
を
回
避
し
責
任
存

在
で
あ
る
こ
と
を
放
棄
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
「
責
任
を
感
じ
る
」
倫
理
的
主
体
と
し
て
の
自
覚
の
芽
生

え
は
か
き
消
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

但
し
ヨ
ナ
ス
に
と
っ
て
は
、
乳
飲
み
子
の
よ
う
な
存
在
に
対
し
て
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よ
び
地
球
的
自
然
環
境
の
危
機
的
状
況
を
含
む
将
来
へ
向
け
て
の
応

答
（Verantw

ortung

）
を
果
た
し
て
ゆ
く
宗
教
的
地
盤
を
も
意
味

す
る
〈
人
間
中
心
性
〉
を
開
基
し
直
す
倫
理
の
提
唱
な
の
で
あ
る
。

但
し
ヨ
ナ
ス
の
こ
の
〈
責
任
の
原
理
か
ら
の
倫
理
構
想
〉
に
は
、
さ

ら
に
そ
れ
に
先
立
っ
て
第
二
次
大
戦
後
の
一
九
四
〇
年
代
後
半
以
降

に
練
り
上
げ
ら
れ
た
（
こ
れ
も
ヨ
ナ
ス
独
自
の
）〈
生
命
の
哲
学
的

存
在
論
〉の
構
築
が
思
想
背
景
と
し
て
も
深
く
関
与
し
て
い
る1

の
で
、

以
下
で
そ
の
結
節
点
が
明
ら
か
に
な
る
思
考
脈
絡
を
剔
出
し
て
お
き

た
い
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
惟
の
道
か
ら
の
影
響
の
下
で
、
し
か
し
な
が

ら
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
は
哲
学
的
関
心
の
方
向
意
味
を
異
に
し
て〈
存
在
〉

と
〈
生
命
〉
の
根
本
連
関
を
新
た
に
問
い
直
す
ヨ
ナ
ス
の
生
命
哲
学

の
理
論
的
基
礎
の
た
め
の
端
緒
は
、
生
命
現
象
の
〈
心
的
物
理
的
統

一
（die psychophysische Einheit

）〉
を
看
取
す
る
点
に
存
す
る
と

言
え
る2

。
そ
し
て
そ
の
展
開
部
で
は
、
有
機
体
的
生
命
が
存
在
階
層

を
成
し
て
存
在
論
的
構
造
を
形
成
し
て
い
る
と
い
う
洞
察
が
そ
の
中

核
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
そ
の
洞
察
は
、「
高
い
段
階
が
低
い

球
的
規
模
で
の
自
然
環
境
全
体
が
「
責
任
あ
る
配
慮
」
の
対
象
と
な

る
（cf. PV, 245–246

）。

以
上
の
よ
う
に
〈
責
任
の
原
理
〉
は
、
人
間
存
在
が
そ
の
固
有
な

尊
厳
に
お
い
て
自
ら
の
精
神
的
な
生
を
歴
史
的
状
況
の
変
移
を
架
橋

し
て
貫
徹
し
て
ゆ
く
上
で
の
「
非
対
称
的
（asym

m
etorical

）
な
存

在
論
基
盤
」
を
根
本
土
壌
と
す
る
倫
理
の
新
構
想　

― 

西
欧
近
代

の
自
律
（autonom

y

）
に
依
拠
す
る
自
己
意
識
的
主
体
の
特
権
化

と
共
に
、
社
会
契
約
論
（social contract

）
を
強
力
な
仮
設
理
論
と

す
る
対
称
的
（sym

m
etorical

）
な
相
互
主
体
性
か
ら
の
合
理
的
基

礎
づ
け
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
抗
し
背
反
す
る
も
の
と
し
て
―

―
の
鍵
と
し
て
提
起
さ
れ
る
が
、
こ
の
倫
理
の
構
想
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
か
ら
西
洋
近
代
の
人
間
中
心
主
義（anthropocen-

trism

）を
批
判
修
正
す
る
根
幹
的
意
義
を
有
す
る
も
の
で
こ
そ
あ
れ
、

決
し
て
人
間
存
在
の
卓
越
し
た
存
立
意
義
を
よ
も
や
相
対
化
す
る
思

想
傾
向
な
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
存
在
す
る
も
の
全
体
の
歴
史
的
世

界
の
動
的
展
開
に
お
い
て
唯
一〈
責
任
を
担
う
能
力
を
有
す
る
存
在
〉

で
あ
る
人
間
が
、
自
ら
の
子
孫
た
る
人
類
の
運
命
と
生
命
圏
全
体
お
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と
い
う
見
方
）は
古
代
西
洋
の
思
考
様
式
に
は
即
し
て
い
る
も
の
の
、

近
現
代
的
な
理
論
的
枠
組
み
と
は
相
容
れ
な
い
関
係
に
あ
る
と
い
う

点
で
あ
る
（ebd., 

邦
訳 

同
頁
）。
つ
ま
り
ヨ
ナ
ス
は
、
驚
く
べ
き

こ
と
に
方
法
論
的
な
形
態
転
換
（
組
み
換
え
）
を
遂
行
し
、
有
機
体

的
生
命
の
よ
り
低
次
な
る
現
象
領
域
か
ら
精
神
的
な
る
も
の
を
捉
え

直
し
て
ゆ
く
方
途
を
一
度
は
先
行
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
を
範
型
と
す
る
西
洋
古
代
哲
学
に
お
け
る
存
在
理
解
再
形

成
の
道
へ
と
回
帰
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
回
帰
的
に
し
て
刷
新
的
な
考
察
の
方
途
に
お
い
て

は
、「
あ
ら
ゆ
る
有
機
体
的
実
在
の
基
層
に
存
す
る
物
質
交
代

（Stoffw
echsel

）」
が
考
究
の
出
発
点
と
な
る
。『
有
機
体
と
自
由
』

に
収
め
ら
れ
た
論
稿
（
第
五
章
）
の
中
で
も
特
に
有
名
で
重
要
な

《
神
は
数
学
者
か
？
―
―
物
質
交
代
の
意
味
に
つ
い
て4

》
は
主
題
的

に
こ
の
問
題
を
究
明
し
て
い
る
が
、
ヨ
ナ
ス
は
英
国
の
天
文
物
理
学

者
で
あ
っ
た
Ｊ
・
ジ
ー
ン
ズ
卿
（1877–1946

）
の
命
題
「
被
造
物

に
内
在
し
て
い
る
そ
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
宇
宙
の
大
い
な
る
建
築
者

は
今
日
純
粋
な
数
学
者
と
し
て
姿
を
現
し
始
め
て
い
る
」
の
真
意
と

段
階
に
依
存
し
、
低
い
段
階
の
す
べ
て
が
そ
の
つ
ど
の
最
高
の
段
階

に
保
持
さ
れ
る
形
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
層
が
前
進
的
に
積
み
上
げ
ら
れ

る
」（O

rganism
us und Freiheit, S. 13; cf. 

邦
訳
『
有
機
体
と
自
由
』、

三
頁
）
と
い
う
、
哲
学
的
生
命
論
と
し
て
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の

『
魂
に
つ
い
て
（D

e anim
a

）』
の
思
想
動
向
に
類
比
的
な
存
在
の
階

層
性
を
描
き
出
す
こ
と
に
な
る
。
但
し
ヨ
ナ
ス
は
、
有
機
体
の
生
理

学
的
モ
デ
ル
を
非
生
理
学
的
プ
ロ
セ
ス
の
た
め
に
導
き
入
れ
て
い
な

い
と
い
う
点
で
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
思
考
端
緒
と
は
異
な
っ
た

方
向
を
示
し
て
い
る3

。
― 

「
有
機
体
は
す
で
に
そ
の
最
も
低
次
の
形

成
さ
れ
た
も
の
に
お
い
て
精
神
的
な
も
の
を
前
も
っ
て
形
成
し
て
お

り
、
精
神
は
最
も
高
次
の
到
達
範
囲
に
お
い
て
も
な
お
有
機
体
的
な

も
の
に
留
ま
る
」（O

rganism
us und Freiheit, S. 11 ; cf. 『

有
機
体
と

自
由
』、
邦
訳 

一
頁 

）。
加
え
て
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
当
引
用
部

の
後
半
部
（
＝
有
機
体
の
存
在
論
的
部
分
領
域
と
し
て
の
精
神
的
な

る
も
の
の
考
察
）
は
、
西
欧
近
代
を
経
て
の
現
代
的
思
考
に
調
和
的

に
共
鳴
関
係
に
立
つ
が
、
前
半
部
（
＝
精
神
的
な
る
も
の
の
前
段
階

が
す
で
に
有
機
体
の
最
も
低
次
な
形
成
体
に
お
い
て
も
見
出
さ
れ
る
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（eine active Selbstintegration, 

同 

一
四
七
頁
）
が
見
い
出
さ
れ
る

は
ず
な
の
だ
が
―
―
ヨ
ナ
ス
は
、「
同
一
の
物
質
の
ま
ま
で
は
な
い

と
い
う
正
に
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
一
な
自
己
と
し
て
存
続
」
す

る
生
き
て
い
る
形
相
（lebendige Form

）
の
連
続
性
と
し
て
こ
の

事
態
を
哲
学
的
に
把
握
し
て
い
る（
同 

一
四
二
～
一
四
三
頁
）―
―
、

こ
の
決
定
的
な
点
こ
そ
分
析
的
な
均
質
性
と
い
っ
た
フ
ィ
ル
タ
ー
を

通
し
て
の
み
存
在
現
実
を
捉
え
る
眼
差
し
し
か
有
さ
な
い
〈
数
学

者
と
し
て
の
神
〉
に
は
見
て
と
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
（
同 

一
四
六

頁
）。「
過
程
を
通
じ
た
恒
久
的
な
自
己
更
新
」（
同 

一
四
七
頁
）
は
、

有
機
体
的
生
命
そ
の
も
の
の
根
本
徴
表
に
他
な
ら
な
い
が
、
正
に
こ

の
よ
う
な
能
動
的
自
己
統
合
化
が
存
在
論
的
な
個
体
性
（
＝
単
に
現

象
上
の
個
体
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
瞬
間
に
お
け
る
そ
の
現
存
、
そ

の
持
続
お
よ
び
持
続
に
お
け
る
同
一
性
と
し
て
の
個
体
性
）
を
生
成

せ
し
め
る
の
で
あ
る
（
同
頁
）。
詳
し
く
考
察
す
る
な
ら
有
機
体
の

個
体
的
生
命
は
、
自
ら
の
能
動
的
自
己
統
合
性
を
通
し
て
そ
の
素
材

的
質
料
に
対
す
る
二
重
の
関
係
様
式
を
存
在
構
造
と
し
て
い
る
―
―

す
な
わ
ち
、
一
方
で
有
機
体
的
個
体
は
、
そ
の
質
料
的
諸
部
分
の
瞬

正
当
性
を
吟
味
す
る
た
め
に
以
下
の
よ
う
な
思
考
実
験
を
敷
衍
し
て

ゆ
く
―
―
数
学
者
で
あ
る
神
と
い
う
仮
定
の
眼
差
し
か
ら
そ
の
全
被

造
物
が
眺
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
被
造
物
は
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
、
ま

た
ど
の
よ
う
な
存
在
対
象
が
見
て
と
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
？
、
と

（O
rganism

us und Freiheit, S. 119; 

邦
訳 

一
四
一
頁
）。
さ
て
、
物

質
的
生
命
（
例
え
ば
ア
メ
ー
バ
ー
）
は
被
造
的
世
界
の
存
在
現
実

を
解
釈
す
る
上
で
以
上
の
問
い
に
答
え
て
ゆ
く
た
め
の
「
被
造
物

に
内
在
す
る
証
言
」
の
試
金
石
と
し
て
採
用
さ
れ
得
る
が
（
同 

邦

訳 

一
二
七
頁
）、
そ
の
物
質
的
生
命
は
以
下
に
引
用
す
る
決
定
的
な

特
質
を
持
つ 

―
「
有
機
体
の
内
部
に
お
い
て
も
外
部
に
お
い
て
も
、

あ
る
特
殊
な
出
来
事
が
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
そ
の
有
機

体
の
現
象
的
な
統
一
を
通
常
の
物
体
よ
り
い
っ
そ
う
疑
わ
し
く
見
え

さ
せ
、
時
間
の
経
過
を
通
じ
て
の
有
機
体
の
物
質
的
同
一
性
を
ほ
と

ん
ど
完
全
に
廃
棄
し
て
し
ま
う
も
の
だ
。
私
が
語
っ
て
い
る
の
は
有

機
体
の
物
質
交
代
、
有
機
体
が
行
っ
て
い
る
周
囲
の
環
境
と
の
物
質

の
交
換
の
こ
と
で
あ
る
」（
同 

一
四
二
頁
）。
ど
ん
な
に
低
次
の
物

質
生
命
に
も
そ
れ
が
有
機
体
で
あ
る
限
り
、
能
動
的
〈
自
己
〉
統
合
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一
つ
に
は
、〈
神
的
な
数
学
者
〉
の
視
線
を
批
判
的
に
吟
味
・
解
体

し
て
上
述
の
よ
う
に
有
機
体
的
生
命
に
固
有
で
能
動
的
な
統
合
的
同

一
性
を
見
て
と
る
眼
差
し
と
は
、
生
け
る
身
体
を
視
座
と
し
て
こ
の

身
体
に
お
け
る
直
接
的
な
自
己
経
験
の
認
知
的
証
言
に
基
づ
い
て
い

る
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
の
認
識
上
の
反
省
方
向
が
正
当
化
さ
れ
る

（
同 

一
四
六
頁
、
ま
た
特
に
当
論
稿
内
で
一
七
二
頁
以
下
「
身
体
を

持
つ
認
識
主
観
の
優
越
性
」
の
部
分
を
参
照
）。
但
し
こ
こ
で
、
哲

学
的
な
反
省
方
向
は
方
法
論
的
に
逆
転
を
呈
示
す
る
。
正
当
性
の
証

示
を
含
意
す
る
反
省
方
向
は
、
数
学
的
な
神
の
眼
差
し
と
は
全
く

異
種
の
視
線
の
生
物
学
的
な
経
過
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、
有
機
体
的
に
し
て
質
料
的
な
基
盤
に
遡
及
す
る
こ
と
か
ら
開
示

さ
れ
た
〈
精
神
的
な
も
の
〉
を
原
初
的
‐
根
源
的
に
包
括
的
な
も
の

と
し
て
理
解
す
る
道
を
開
拓
す
る
こ
と
に
な
る
（O

rganism
us und 

Freiheit, S. 198–225; “D
er A

del des Sehens. Eine U
ntersuchung 

zur Phänom
enologie der Sinne”; 

邦
訳
「
視
覚
の
高
貴
さ
―
―
感

覚
の
現
象
学
の
試
み
」
二
四
八
～
二
七
五
頁
の
部
分
を
特
に
参
照
）。

け
れ
ど
も
こ
の
逆
転
せ
る
方
途
で
の
哲
学
的
論
述
の
痕
跡
の
追
究

間
的
な
事
実
的
集
積
に
一
致
し
て
存
立
す
る
と
い
う
拘
束
を
有
す
る

が
、
他
方
で
は
そ
の
よ
う
な
瞬
間
の
連
鎖
に
お
い
て
は
如
何
な
る
個

別
的
な
質
料
的
集
積
に
も
束
縛
さ
れ
て
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
た

だ
自
ら
の
有
機
体
的
生
命
で
あ
る
と
こ
ろ
の
生
け
る
形
相
に
の
み

統
合
的
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
二
重
の
存
立
構
造
で
あ
る

（
同
箇
所
）。
つ
ま
り
有
機
体
的
生
命
に
固
有
な
機
能
的
づ
け
同
一
性

は
、
質
料
的
物
質
そ
の
も
の
の
実
体
的
同
一
性
と
合
致
す
る
こ
と
な

く
、
有
機
体
的
形
相
は
自
ら
の
素
材
的
‐
物
質
的
質
料
に
対
す
る
弁

証
法
的
関
係
に
お
い
て
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ヨ
ナ
ス
は
、
こ

の
弁
手
法
的
関
係
を
「
依
存
的
【
需
要
的
】
自
由
（die bedürftige 

Freiheit

）」
と
い
う
用
語
に
よ
っ
て
概
念
化
し
て
い
る
（
同 

一
四
八

頁
）。
有
機
体
は
、
自
ら
の
生
命
と
個
体
性
の
維
持
に
質
料
的
条
件

を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
こ
の
自
己
保
持
と
い
う
目
的

を
達
成
す
る
上
で
の
特
定
の
質
料
的
素
材
の
選
び
出
し
の
下
で
は

〈
自
由
〉
な
の
で
あ
る
。

こ
の
帰
結
か
ら
、
ヨ
ナ
ス
の
哲
学
的
生
命
論
の
構
想
に
と
っ
て
基

幹
と
な
る
二
つ
の
根
本
的
な
思
考
路
線
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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従
っ
て
こ
の
統
合
的
一
元
論
と
し
て
の
〈
生
命
の
哲
学
〉
は
、
二
つ

の
主
要
部
分
、
す
な
わ
ち
有
機
体
の
哲
学
と
精
神
の
哲
学
と
を
包
含

す
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る6

。
そ
の
際
に
、
具
体
的
な
有
機
体
的
身

体
性
に
お
い
て
現
れ
る
生
命
活
動
の
生
命
現
象
全
体
に
対
し
て
の
中

心
的
位
置
づ
け
が
重
要
な
問
題
と
し
て
際
立
っ
て
く
る
の
だ
が
、
ヨ

ナ
ス
の
生
命
存
在
論
の
構
想
を
診
断
し
そ
の
積
極
的
意
義
を
再
吟
味

す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
本
論
で
は
、
そ
の
哲
学
上
の
中
心
的
指
針

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
十
分
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ヨ

ナ
ス
は
ず
っ
と
後
年
の
最
晩
年
に
、『
物
質
、
精
神
と
創
造
―
―
宇

宙
論
的
な
調
査
結
果
と
宇
宙
論
的
な
推
測
』（
一
九
八
八
／
八
九
年
）

と
い
う
小
論
に
お
い
て
、「
物
質
・
精
神
・
創
造
と
い
う
序
列
は
、

物
質
界
の
僅
か
小
さ
な
生
け
る
部
分
に
お
い
て
自
ら
を
告
げ
知
ら
せ

て
い
る
〈
主
体
性
〉
の
局
面
を
超
え
て
、
そ
こ
に
お
い
て
自
ら
を
再

度
際
立
た
せ
る
が
常
に
未
だ
物
質
と
結
び
合
わ
さ
れ
て
い
る〈
精
神
〉

の
秘
密
（G

eheim
nis

）
へ
と
進
展
し
て
ゆ
く
。
精
神
を
わ
れ
わ
れ

は
人
間
に
お
い
て
の
み
、
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
自
身
の
方
か
ら
関
知
し

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
序
列
か
ら
そ
の
段
階
的
発
展
の
創
造
的

は
、
ま
た
稿
を
改
め
て
試
み
ら
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
今
一
つ
に

は
、
生
命
の
存
在
論
的
解
釈
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
立
の
可
能
根

拠
を
、「
精
神
が
有
機
体
的
な
も
の
に
お
い
て
全
く
最
初
か
ら
予
め

形
成
さ
れ
て
い
る
」（
前
掲
邦
訳 

四
頁
）
基
礎
事
態
に
求
め
得
る
こ

と
が
判
明
に
な
る
。
萌
芽
的
自
由
（
＝
「
物
質
が
初
め
て
生
命
に
向

け
て
自
己
を
組
織
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
存
在
の
深
み
で
働
い
て
い

る
傾
向
性
に
よ
っ
て
す
で
に
、
正
し
く
こ
の
自
由
と
い
う
様
態
へ
と

動
機
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
移
行
は
こ
の
様
態
へ
の
扉

を
実
際
に
開
い
た
の
だ
」
邦
訳 

六
頁
）
が
有
機
体
的
生
命
の
最
基

層
を
成
す
物
質
交
代
に
お
い
て
す
で
に
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
精

神
の
側
か
ら
の
有
機
体
的
形
相
（
＝
生
命
自
体
の
客
観
的
形
式
）
へ

の
認
知
的
な
接
近
路
が
開
設
さ
れ
、
同
時
に
精
神
的
な
る
も
の
と
は

有
機
体
的
な
る
も
の
と
共
に
存
在
論
的
に
媒
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
ヨ
ナ
ス
の
哲
学
的
生
命
論
が
「
よ
り
高
次
の

段
階
で
の
統
合
的
一
元
論
（ein integraler M

onism
us auf höherer 

Stufe 5

）」
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
に
読
み
取
れ
る
。
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い
だ
せ
る
。

〈
住
ま
う
〉
と
い
う
こ
の
動
詞
を
わ
た
し
た
ち
が
充
分
に
広
く

か
つ
本
質
的
に
思
惟
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
人
間
が
地
の
上
・

天
の
下
で
、
誕
生
か
ら
死
に
至
る
ま
で
の
さ
す
ら
い
を
遂
行
す

る
そ
の
仕
方
を
告
げ
て
い
る
。
こ
の
さ
す
ら
い
は
、
多
様
な
形

態
を
と
り
、
変
化
に
富
ん
で
い
る
。
し
か
し
ど
ん
な
場
合
に

も
、
さ
す
ら
う
こ
と
は
住
ま
う
こ
と
の
基
本
的
特
徴
を
と
ど
め

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
地
と
天
の
間
に
、
誕
生
と
死
の
間
に
、

喜
び
と
悲
し
み
の
間
に
、
行
為
と
言
葉
の
間
に
人
間
が
滞
在
す

る
と
い
う
意
味
で
の
、
住
ま
う
こ
と
の
基
本
的
特
徴
を
と
ど
め

て
い
る
の
で
あ
る
。〔
…
〕
わ
た
し
た
ち
が
、
こ
の
多
く
の
襞

を
も
つ
間
（dieses vielfältige Zw

ischen

）
を
世
界
と
名
づ
け

る
な
ら
ば
、
そ
の
時
に
世
界
は
死
を
能
く
す
る
者
た
ち
が
住

ま
う
家
で
あ
る
（M

. H
eidegger, “H

ebel der H
ausfreund”, in 

:Aus der Erfahrung des D
enkens 1910–1976, G

esam
tausgabe 

13, hrsg. von H
erm

ann H
eidegger, Frankfurt a. M

. 1983, S. 

138–139
）。

根
本
原
因
（
根
源
）
へ
の
問
い
、
す
な
わ
ち
神
の
問
い
を
投
げ
か
け

る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
宇
宙
論
的
な
デ
ー
タ
ー
の
経
験
的
見
地

よ
り
し
て
宇
宙
論
的
視
野
で
の
「
…
物
質
に
と
っ
て
も
さ
ら
に
先
行

す
る
第
一
の
、
も
の
」
の
形
而
上
学
的
推
定
へ
と
進
む
べ
き
こ
と
を

強
調
し
て
い
る7

。
従
っ
て
、「
自
由
と
精
神
へ
向
け
て
の
潜
在
能
力

（das Potential

）を
有
機
体
的
な
る
も
の
の
、そ
し
て
さ
ら
に
は〔
…
〕

宇
宙
全
体
の
進
化
の
内
属
的
契
機
」
と
し
て
解
釈
す
る
ヨ
ナ
ス
の
生

命
哲
学
は
、
正
に
「
存
在
論
的
に
内
容
豊
か
な
一
元
論
」
へ
の
志
向

で
あ
る
と
言
え
よ
う8

。

後�

期
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
索
圏
か
ら�

―
〈
住
ま
う
こ
と
〉�

の
思
索
的
習
熟
を
通
し
て
の
「
地
球
環
境
的
共
生
」
へ

後
期
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
〈
住
ま
う
こ
と
の
思
惟
〉
の
本
質
動
向
を
包

括
的
に
示
す
文
章
は
、
ス
イ
ス
の
バ
ー
ゼ
ル
生
ま
れ
の
ド
イ
ツ
の
詩

人
・
教
育
者
で
あ
っ
た
ヨ
ハ
ン
・
ペ
ー
タ
ー
・
ヘ
ー
ベ
ル
（Johann 

Peter H
ebel, 1760–1826

）
に
寄
せ
て
書
か
れ
た
『
ヘ
ー
ベ
ル
―
―

家
の
友
』（
一
九
五
七
年
）
の
中
で
凝
縮
さ
れ
た
形
で
典
型
的
に
見
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置
と
し
て
の
）
種
別
的
規
定
が
等
閑
に
し
隠
匿
し
た
次
元
を
開
墾
し

直
す
の
み
な
ら
ず
、
今
日
の
科
学
技
術
に
よ
る
合
理
化
と
情
報
化
時

代
が
孕
む
根
底
的
次
元
で
の
危
機
を
「
住
ま
う
こ
と
を
学
び
直
す
可

能
性
」
が
打
ち
開
け
る
深
源
を
基
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
克
服
し
よ
う

と
す
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
西
欧
近
代
の
精
神
性
に
よ
る
「
存
在
に

対
す
る
主
観
性
の
支
配
」が
帰
結
し
た
故
郷
喪
失（H

eim
atlosigkeit

）

を
克
服
す
る
「
最
も
近
い
も
の
の
近
さ
へ
の
帰
郷 

（H
eim

kunft

）」

を「
人
間
ら
し
い
人
間
の
人
間
性
に
初
め
て
そ
の
尊
厳
を
与
え
返
す
」

思
惟
の
本
質
課
題
と
し
て
い
る
（“ Brief über den H

um
anism

us,” 

in G
A

 9 W
egm

arken, 1976, S. 337ff

）。
そ
の
際
、
今
日
の
人
間

を
そ
の
最
内
奥
に
お
い
て
脅
か
し
て
い
る
土
着
性
喪
失
（ebd., S. 

339f

）
と
は
、（
多
数
の
難
民
も
含
め
）
先
祖
伝
来
の
故
郷
か
ら
追

わ
れ
駆
逐
さ
れ
た
人
々
、
大
工
業
都
市
へ
と
入
植
し
そ
の
荒
涼
と
し

た
機
構
の
中
で
古
い
故
郷
か
ら
疎
遠
と
な
っ
た
人
々
の
下
だ
け
で

は
な
く
、
地
理
的
に
は
正
に
故
郷
に
留
ま
り
続
け
て
い
る
人
々
に

お
い
て
も
非
‐
土
着
・
非
‐
郷
土
的
に
（unheim

isch

）
生
起
し
て

い
る
歴
史
的
命
運
で
あ
る
（“ G

elassenheit”, in: G
A

 53, S.143ff; cf. 

従
来
の
伝
統
的
形
而
上
学
が
「
存
在
す
る
も
の
の
実
体
論
的
基

礎
」
か
ら
人
間
に
特
有
な
存
在
構
造
を
概
念
化
す
る
路
線
を
開
設
し

た
思
想
上
の
影
響
作
用
史
に
鑑
み
て
、
こ
の
思
想
的
伝
統
か
ら
離
反

す
る
今
日
的
な
思
惟
の
動
向
に
開
眼
す
る
な
ら
ば
、
人
間
存
在
は
も

は
や
、
叡
智
的
存
在
領
域
へ
と
超
出
し
得
る
宇
宙
論
的
地
位
の
確
保

に
よ
っ
て
も
、（
近
代
形
而
上
学
を
通
し
て
の
）
自
己
意
識
的
主
観

性
と
し
て
の
特
権
化
に
よ
っ
て
も
、
自
ら
に
目
覚
め
そ
の
固
有
な
存

在
体
制
に
於
け
る
自
覚
を
深
め
る
拠
り
所
を
見
い
だ
し
得
な
い
で
あ

ろ
う
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
惟
の
道
に
と
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
形
而

上
学
的
な
構
造
図
式
や
存
在
現
実
の
―
―
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
や

マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
、
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ク
ザ
ー
ヌ
ス
な
ど

に
開
花
し
た
卓
越
せ
る
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
思
想
や
幾
人
か
の
真
に
創

造
的
な
哲
学
的
思
惟
は
例
外
と
し
て
―
―
静
態
学
化
は
、
今
日
の
精

神
性
に
と
っ
て
更
に
強
固
な
概
念
的
偶
像
を
生
み
出
す
も
の
と
映
る

の
で
あ
る
。
住
ま
う
こ
と
の
本
質
動
性
か
ら
人
間
の
本
来
の
在
り
処

を
問
う
思
惟
は
、西
洋
に
お
い
て
伝
統
的
な
〈
理
性
的
動
物
（anim

al 

rationale

）〉
と
し
て
の
人
間
の
（
多
様
な
存
在
者
の
中
で
占
め
る
位
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の
圏
域
に
こ
そ
本
来
的
に
開
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

講
演
『
建
て
る
こ
と
―
―
住
ま
う
こ
と
―
―
思
惟
す
る
こ
と
』

（
一
九
五
一
年
）
に
お
い
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
ド
イ
ツ
語
の
「
住

ま
う W

ohnen

」
が
語
源
学
上
（etym

ologisch

）
は
古
ザ
ク
セ
ン

語
の w

unon

や
ゴ
ー
ト
語
（
ま
た
は
、
中
世
の
古
英
語
の
）
の 

w
unian

が
有
し
た
「
滞
在
す
る
こ
と das Sich–Aufhalten

」
保
護
・

囲
い
へ
と
も
た
ら
さ
れ
て
そ
の
内
に
留
ま
る
こ
と
即
ち
〈
被
害
や

危
険
か
ら
守
ら
れ
て
あ
る
こ
と das Friieden

〉
の
意
義
へ
と
遡
源

す
る
連
関
か
ら
、einfrieden

（
ま
た
はeinfriedigen

：
柵
ま
た
は

壁
を
も
っ
て
囲
む
）
と
い
う
語
に
連
繋
す
る
「
住
ま
う w

ohnen

」

は
「
大
切
に
す
る
・
思
い
や
る
・
慎
重
に
扱
う
」
を
意
味
す
る 

〉

schonen

〈 

を
そ
の
本
質
と
す
る
こ
と
を
導
き
出
す9

。
そ
し
て
こ
の 

“ schonen” 

は
消
極
的
な“verschonen”

と
区
別
さ
れ
て
「
住
ま
う

こ
と
の
根
本
動
向
・
特
質 G

rundzug

」
で
あ
る
こ
と
を
次
の
よ
う

に
開
明
し
て
い
る 

―
「
大
切
に
す
る
・
思
い
や
る
こ
と
は
、
わ
れ

わ
れ
が
配
慮
さ
れ
た
も
の das G

eschonte 

に
何
も
危
害
や
苦
痛
な

ど
を
加
え
な
い
と
い
う
こ
と
の
み
に
そ
の
本
質
が
存
す
る
の
で
は
な

S.155
）。
そ
こ
で
、「
非
‐
土
着
的
（
非
‐
故
郷
的
）
な
る
も
の
に
お

い
て
土
着
的
（
故
郷
的
）
と
な
る
こ
と
」
に
よ
っ
て
思
惟
の
隠
蔽
さ

れ
て
い
る
エ
レ
メ
ン
ト
（
境
域
）
へ
と
回
帰
す
る
追
想
（A

ndenken

）

及
び
先
行
的
思
索
（Vordenken

）
が
開
拓
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
そ
の
際
、「
住
む
と
は
、
死
を
能
く
す
る
者
た
ち
が

大
地
の
上
に
存
在
す
る
そ
の
仕
方
」〔『
建
て
る
こ
と 

住
ま
う
こ
と 

思
考
す
る
こ
と
』（“ Bauen W

ohnen D
enken,” in: G

A
 7, 150

）〕

で
あ
り
、「〈
大
地
の
上
に
〉
に
と
い
う
こ
と
は
、〈
天
空
の
下
に
〉

と
い
う
こ
と
を
既
に
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
両
者
は
、〈
神
的
な
も

の
た
ち
の
前
に
と
ど
ま
る
こ
と
〉
を
と
も
に
指
示
し
、〈
人
間
た
ち

の
相
互
共
同
性
の
内
へ
帰
属
し
て
〉
い
る
こ
と
を
含
意
す
る
」（ebd., 

151

）
と
述
べ
る
。
そ
し
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
い
て
は
、「
死
を
能

く
し
得
る
も
の
た
ち
と
し
て
の
人
間
〔= D

a–sein

〕
が
初
め
て
住

ま
い
つ
つ
世
界
と
し
て
の
世
界
に
到
達
す
る
」（ebd., S. 175

）
の

で
あ
る
か
ら
、〈
人
間
た
ち
の
相
互
共
同
性
の
内
へ
の
帰
属
〉
も
〈
住

ま
う
こ
と
に
習
熟
す
る
（erlernen

）〉
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
の
〈
死

を
能
く
し
得
る
者
た
ち
の
連
帯
的
共
同
性
〉
と
し
て
宗
教
的
共
生
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も
の
」
を
「
大
切
に
し
て
思
い
や
る
営
み
そ
の
も
の
」
に
お
い
て
そ

の
も
の
自
身
で
在
ら
し
め
る
と
い
う
純
粋
に
積
極
的
活
性
化
な
の
で

は
な
い
。

 

「
死
す
べ
き
も
の die Sterblichen

で
あ
る
わ
れ
わ
れ
が
地
上
で 

auf der Erde 

ど
の
よ
う
に W

ie

在
る
の
かa

」
を
住
ま
う
こ
と
の
主

動
的
－
他
動
詞
的
な Schonen

へ
と
集
約
的
に
究
明
し
得
る
、
思
惟

の
本
質
の
成
り
立
ち
が
こ
こ
で
同
時
に
問
題
と
な
っ
て
く
る
。先
ず
、

上
記
の
引
用
文
最
後
の
二
つ
の
文
章
でschonen

（
大
切
に
す
る
こ

と
・
思
い
や
る
こ
と
）
と
は
、住
ま
う
こ
と
が
人
間
を
し
て
そ
の 

「
存

在
せ
し
め
る sein lassen

」 

と
い
う
根
本
動
向
へ
帰
向
せ
し
め
る
応

答
性
格
を
有
す
る
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
。
即
ち
、
存
在
の
空
け
開

く
（seinslichtendes b

）D
a–sein

（
現- 

存
在
）
へ
と
自
性
化
せ
し

め
る
（sich er-eignen

）
動
性
を
内
立
的
に
持
ち
堪
え
る
こ
と
に
お

い
て
、「
存
在
す
る
も
の
を
そ
の
存
在
の
内
に
そ
の
ま
ま
に
す
る
こ

と
（das Seiende in seinem

 Sein zu lassen

）、
存
在
す
る
も
の
の

予
め
そ
の
よ
う
に
在
る
存
立
に
お
い
て
匿
い
、
そ
の
発
展
・
展
開
の

ま
ま
に
さ
せ
る
こ
と
」
が
住
ま
う
こ
と
の
（
実
存
論
的 existenzial 

い
。
本
来
的
な
思
い
や
る
こ
と
・
大
切
に
す
る
こ
と
は
何
か
積
極
的

な
る
も
の etw

as Positives

で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
が
何
か
の
も
の
を

あ
ら
か
じ
め
先
立
っ
て
そ
の
本
質
に
お
い
て
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

時
、
そ
し
て
こ
と
さ
ら
に
そ
の
本
質
の
内
に
返
し
匿
う
時
に
生
起
す

る
の
で
あ
る
…
。
匿
わ
れ
る
こ
と
へ
と
（zum

 Frieden

）
へ
と
も

た
ら
さ
れ
て
あ
る
こ
と
と
し
て
、<

住
ま
う> 

が
意
味
す
る
の
は 

… 

ど
の
よ
う
な
も
の
を
も
そ
の
本
質
へ
と
大
切
に
配
慮
す
る
自
由

な
開
け das Freie

へ
と
囲
い
込
ま
れ
て
留
ま
る
こ
と
で
あ
る0

」。
従

っ
て
、
単
に
或
る
特
定
の
関
心
に
導
か
れ
て
の
保
護
（Schutz

）
や

価
値
評
価
に
媒
介
さ
れ
て
の
気
遣
い
（Besorgen

）
は
、
事
実
的
な

生
（
平
均
的
日
常
性
に
お
け
る
現
存
在
）
か
ら
他
の
諸
活
動
の
下
で

の
反
応
ま
た
は
比
較
考
量
・
選
択
を
通
し
て
発
現
す
る
諸
存
在
者
と

の
一
定
の
継
続
的
な
交
渉
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
保
護
し
気
遣
う

者
自
身
へ
と
回
帰
し
て
し
ま
う
「
い
た
わ
る
こ
と
・
傷
つ
け
な
い
こ

と verschonen

」
の
目
的
合
理
性
を
抜
け
き
る
こ
と
の
で
き
な
い
消

極
面
が
支
配
的
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
未
だ
、
住
ま
う
こ
と
そ
の
も
の

の
全
体
的
な
本
質
化
動
向
と
し
て
の
、「
大
切
に
さ
れ
る
（
は
ず
の
）
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D
enken

）
を
開
顕
せ
し
め
て
い
る
の
で
あ
るf

。

結
び
と
開
き
―
―
人
間
的
存
在
の
宗
教
的
淵
源
か
ら�

の
普
遍
的
‐
包
括
的
な
生
命
共
生
態
の
思
索
へ
向
け
て�

以
上
の
よ
う
な
考
察
を
経
て
改
め
て
西
田
の
引
用
テ
キ
ス
ト
に

立
ち
戻
っ
て
み
る
と
、
そ
こ
で
述
べ
ら
れ
た
「
絶
対
の
鉄
壁
に
打
ち

当
た
る
」
と
は
、（
西
欧
近
代
の
諸
前
提
に
基
づ
く
）
自
律
化
を
進

展
さ
せ
て
ゆ
く
人
間
的
自
由
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
人
間
存
在
そ
れ

自
身
の（
何
ら
か
の
意
味
規
定
へ
と
明
ら
む
）宗
教
的
淵
源
か
ら「
打

ち
つ
け
ら
れ
る
」
こ
と
、を
意
味
す
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
な
る
。

「
絶
対
の
鉄
壁
」、
そ
れ
は
、
人
間
的
存
在
の
成
り
立
ち
を
最
根
柢
的

に
媒
介
す
る〈
絶
対
の
他
〉に
密
接
す
る
事
態
で
あ
る
。
つ
ま
り
、〈
絶

対
の
他
〉
そ
れ
自
身
の
力
動
的
‐
否
定
的
媒
介
性
が
わ
れ
わ
れ
の
自

己
の
宗
教
的
淵
源
を
成
し
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
的
存
在
は
人

格
的
な
自
己
の
応
答
関
係
に
呼
び
起
こ
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。

そ
の
後
期
思
索
に
さ
し
か
か
る
『
無
の
自
覚
的
限
定
』
期

体
制
か
ら
の
）
根
本
態
度
（G

rundeinstellung

）
に
他
な
ら
な
い

か
ら
で
あ
るc

。
然
る
に
こ
の
よ
う
に
、（
そ
の
実
存
論
的
体
制
か

ら
）
人
間
を
し
て
諸
存
在
者
に
対
峙
し
て
の
根
本
態
度
へ
と
主
動

化
さ
せ
る
と
こ
ろ
の <
存
在
せ
し
め
る>

―
―das Seinlassen

（
＝ 

Schonen

）des D
a-seins

〔G
enitivus subiectivus

〕
― 

は
、
動
詞

的
（verbal

）
に
の
み
言
葉
へ
と
（
か
ろ
う
じ
て
）
名
付
け
呼
び

（nennen

）
得
る
と
こ
ろ
の
、「
お
よ
そ
存
在
者
が
そ
れ
自
体
と
し
て

存
在
す
る
こ
と
」
の
可
能
性
の
条
件
〔G

enitivus objektivus

〕
へ

と
差
し
戻
さ
れ
て
い
る
（Lassen = Es gibt: das Sein d

）。
そ
れ
自
体

に
お
い
て
非- 

存
在
者
的
な
（
従
っ
て
、
非- 
因
果
的
で
あ
る
ば
か

り
か
、
そ
も
そ
も
言
明
へ
向
け
て
主
語
化
で
き
な
い
）
根
本
生
起
が 

<

住
ま
う
こ
と
の
根
本
動
向> 

を
基
づ
け
る
（gründen
）
の
で
あ

り
―
―
「
住
ま
う
こ
と
は
し
か
し
、
そ
れ
に
即
し
て
死
す
べ
き
者
ら

が
在
る
と
こ
ろ
の
存
在
の
根
本
動
向
で
あ
る
（D

as W
ohnen aber 

ist der G
rundzug des Seins, dem

gem
äß die Sterblichen sind e.

）」

―
―
、
他
方
そ
れ
は
同
時
に
思
惟
が
人
間
を
し
て
現- 

存
在
へ
の
自

性
化
へ
と
呼
び
求
め
ら
れ
る
本
質
現
成
に
属
す
る
こ
と
（Ereignis–
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の
支
点
〉
が
存
す
る
と
言
え
よ
う
。

他
方
、
後
期
思
索
圏
へ
と
進
展
す
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
惟
か
ら

も
、
今
後
さ
ら
に
そ
の
〈
思
惟
の
事
柄
〉
を
追
思
し
つ
つ
、
東
西
の

宗
教
性
に
深
層
か
ら
通
底
す
る
霊
性
の
根
本
次
元
を
開
拓
す
る
課
題

が
開
か
れ
て
く
る
。
そ
の
端
緒
と
し
て
、1936–1938

年
に
書
き
留

め
ら
れ
て
い
た
『
哲
学
へ
の
寄
与
論
稿 

性
起
か
ら
』
の
ほ
ぼ
末
部

か
ら
の
一
節
を
こ
こ
に
引
用
し
て
お
き
た
い
。

人
間
は
な
お
も
数
世
紀
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
諸
々
の
工
作
機
構

（M
achenschaft 

作
為
性
）
に
よ
っ
て
地
球
と
い
う
惑
星
を
略

奪
し
尽
く
し
、
荒
廃
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
駆
り
立
て

る
営
み
の
巨
大
な
も
の
（das R

iesenhafte

）
は
、
思
い
も
寄

ら
な
い
も
の
へ
と
〈
発
展
〉
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
見

か
け
上
の
厳
格
さ
の
形
式
を
取
っ
て
、
荒
廃
し
た
も
の
そ
の
も

の
の
規
則
化
を
な
す
か
も
し
れ
な
い
。
真
存
在
（Seyn

）
の
偉

大
さ
は
閉
じ
ら
れ
た
ま
ま
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
真
理
と
非
真
理

と
そ
れ
ら
の
本
質
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
決
定
も
も
は
や
下
さ

れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
諸
々
の
工
作
機
構
が
成
功
す
る
か
失
敗

（
一
九
三
一
／
三
二
年
）
の
西
田
の
思
惟
に
照
準
化
し
て
み
る
な
ら

ば
、〈
私
と
汝
〉
が
絶
え
ず
新
た
に
生
ま
れ
出
る
処
に
、
真
に
人
格

的
な
〈
個
〉
と
し
て
の
自
己
の
応
答
関
係
の
蘇
生
が
體
認
さ
れ
る
。

し
か
も
、
社
会
的
限
定
に
拘
束
さ
れ
た
限
り
で
の
自
己
の
突
破
が
促

さ
れ
成
し
遂
げ
ら
れ
る
と
共
に
、「（
一
定
の
社
会
的
‐
生
活
世
界
的

連
関
の
内
部
で
の
）
汝
（
で
あ
っ
た
、
或
い
は
あ
り
得
る
も
の
）」

が
解
体
さ
れ
て
、「【
絶
対
的
に
異
他
な
る
】
他
に
於
て
汝
の
呼
声
を

聞
く
」（
西
田
幾
多
郎 

『
私
と
汝
』
旧
全
集
第
六
巻
所
収
、
三
九
八

頁
）
と
い
う
重
層
的
開
け
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。「
絶
対
的

他
に
於
て
汝
の
呼
声
を
聞
く
」
と
は
、
ア
シ
ジ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

（1182–1226

）
の
キ
リ
ス
ト
教
的
霊
性
が
そ
の
典
型
を
示
し
て
い
る

よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
被
造
物
の
一
つ
一
つ
が
愛
情
の
絆
で
む
す
ば
れ

た
姉
妹
で
あ
り
、
地
球
環
境
と
い
う
「
大
き
な
家
」
を
大
切
に
し
つ

つ
、
大
地
を
共
に
す
る
自
然
と
あ
ら
ゆ
る
生
命
体
の
す
べ
て
を
も
気

遣
う
こ
と
に
召
さ
れ
て
い
る
と
い
う
自
覚
を
覚
醒
せ
し
め
る
。

こ
こ
に
、
包
括
的
で
普
遍
的
土
壌
へ
と
ど
こ
ま
で
も
進
展
・
深

化
す
る
〈
近
代
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
転
換
せ
し
め
る
ア
ル
キ
メ
デ
ス
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übergängliche D
enken

）
と
し
て
（“ Beiträge zur Philosophie. 

Vom
 Ereignis”, G

A
 65, S. 5 f.; “Besinnung”, G

A
 66, S. 78f

）
今
日

に
こ
そ
わ
れ
わ
れ
に
課
さ
れ
、
準
備
的
に
開
拓
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
こ
こ
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

註

1
 

こ
の
方
向
で
の
ヨ
ナ
ス
の
哲
学
的
組
織
法
へ
の
解
釈
視
点
は
、
近
年

ま
す
ま
す
強
調
さ
れ
る
傾
向
に
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る
―
―V

gl. K
arl G

ünter A
rnold, 

D
as kosm
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atum
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V
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こ
の
点
に
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詳
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は
以
下
を
参
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ereon W
olters, “H

ans 

Jonas’ philosophische Biologie”, in C
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eiterw
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初
出
は
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立
し
た
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文
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の
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す
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か
の
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算
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な
お
も
か
ろ
う

じ
て
清
算
さ
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。
こ
の
計
算
は
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僭
称
さ
れ
た
〈
永
遠
性
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内
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と
伸
び
て
ゆ
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。
そ
れ
は
永
遠
性
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は
な
く
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最
も
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し
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も
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引
用
文
中
の
「（
真
）
存
在
の
偉
大
さ
が
閉
ざ
さ
れ
た
ま
ま
と

な
る
」
の
は
、
西
洋
近
代
の
精
神
性
の
根
本
傾
向
と
し
て
洞
察
さ

れ
る
〈
存
在
に
対
す
る
主
観
性
の
支
配
〉
が
遍
く
大
地
・
自
然
・

生
命
圏
を
覆
い
尽
く
し
て
ゆ
く
か
ら
で
あ
り
、
存
在
す
る
も
の
の

存
在
が
―
―
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
近
代
技
術
の
本
質
と
す
る
「
工
作
機

構
（M

achenschaft 

作
為
性
）」- 

「
集-

立
（G

estell

）」
に
よ
っ

て
挑
発
さ
れ
駆
り
立
て
ら
れ
て
―
―
「
用
象
（Bestand

）」
へ
と

変
質
し
て
ゆ
く
歴
史
的
命
運
に
曝
さ
れ
て
あ
る
こ
と
が
思
惟
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
思
惟
は
、「
存
在
（Seyn

）
の
真
理
と
非
真

理
」
が
問
わ
れ
得
る
よ
う
に
な
る
思
惟
の
へ
の
移
行
的
思
惟
（der 
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objektivus 

の
み
で
は
な
く
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存
在
が
」
と
い
う G

enitivus subjekti-
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に
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さ
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言
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。
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入
り
来
て
存
立
す
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